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第　 1　問

aを実数とする。座標平面内の曲線 C : y = x3 − axについて，以下の問いに答えよ。

(1) a = 5のとき，C の接線で点 (1, 0)を通るものの方程式を求めよ。

(2) C の接線で点 (1, 0)を通るものが 3本存在するような aの範囲を求めよ。
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第　 2　問

自然数 aを 7で割った余りを R(a)と書くことにする。このとき以下の問いに答えよ。

(1) すべての自然数 nに対して R
(
2n+3

)
= R (2n)となることを示せ。

(2) R
(
22017

)を求めよ。
(3) 自然数mが R

(
22017m+ 229

)
= 5を満たすとき，R(m)の値を求めよ。
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第　 3　問

aを実数とする。xの 2次関数 f(x) = x2 + ax+ 1の区間 a− 1 ≦ x ≦ a+ 1における
最小値をm(a)とする。このとき以下の問いに答えよ。

(1) m
(
1
2

)を求めよ。
(2) m(a)を aの値で場合分けして求めよ。

(3) aが実数全体を動くとき，m(a)の最小値を求めよ。
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第　 4　問

座標平面の原点を O(0, 0)とする。以下の問いに答えよ。

(1) 座標平面上の異なる 3点 P，Q，Rが

−→
OP ·

−→
RQ+

−→
OR

2
−

−→
OR ·

−→
OQ = 0

を満たしているとする。このとき −→
RP ⊥

−→
RQとなることを示せ。

(2) 点 Q の座標を (3, 4) とし，点 R は −→
OR = 1 を満たしているとする。さらに，

−→
OP ≦ 1を満たすすべての点 Pに対して

−→
OP ·

−→
RQ+

−→
OR

2
−

−→
OR ·

−→
OQ ≦ 0

が成り立っているとする。このとき点 Rの座標を求めよ。

— 5 — 岡山大学（文系）　 2017 年


